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８）医療訴訟と誠意ある対応 

 今回の調査では「医師や医療機関の誠意ある対応で医療訴訟に発展するケースは減る」

と思う国民は 76.8％、患者は 85.3％であり、第 1 回調査と同様、多くの国民が誠意あ

る対応を望んでいた。 

一方、医師については第 1 回調査の 90.9％から約 9 ポイント減少して 82.1％であっ

た（図 1-1-21）。特に産婦人科の医師は全体より 10 ポイント低く 70.2％であった。

誠意ある対応だけでは訴訟を防げないという医師の不安を示しているものと思われる。 

 

図1-1-21　医師や医療機関の誠意ある対応で医療訴訟に発展する
ケースは減ると思う人の割合

（第1回と第3回の比較，国民、患者、医師）

90.9
（n=614）　　　76.3

（n=2,084）

86.4
（n=968） 76.8

（n=1,313）

   85.3
（n=1,078）

82.1
（n=772）

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

国民 患者 医師

（％）
第1回(2002年9月) 第3回(2008年7月)

 


